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東京理科⼤学理学部第⼆部 履修証明プログラムの⼿引き 
 
1. 趣旨 

東京理科⼤学理学部第⼆部履修証明プログラムは、社会⼈（５．出願資格 で定める社
会⼈）を対象として、様々な⽬的のもとに専⾨的な知識や幅広い教養を修得したいという
社会的需要に応えるための教育プログラムです。各コース修了者には学校教育法などの規
定に基づくプログラムであること及びその名称等を記した履修証明書を交付します。 
参考：履修証明制度に関する⽂部科学省のホームページ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shoumei/ 
※「ＳＡＳ認定コース」については、履修証明書に加えて、SAS と本学が発⾏する認定証
も授与されます。ただし、その場合は論⽂（SAS を⽤いたデータ解析）が必要となります。
（SAS（Statistical Analysis System）とは、データ分析や統計処理を⾏うための市販のパッ
ケージソフトの⼀つであり、⽶国ノースカロライナ州に本社を置く SAS Institute が開発・
販売を⾏っています。最初のバージョンは１９６０年代に開発され、現在では多くの研究
者や企業において利⽤されています。）  
※⽂部科学省の職業実践⼒育成プログラム（BP）とは別個の制度です。 

 
２． 履修の流れ 
  次ページ参照 
  



2025年3月初旬
①コース及び履修科目の検討（シラバスの確認）
②出願書類の準備（履修計画）
③審査料（35,000円）の振込

2025年９月中旬～９月末
⑫第１回、第２回授業出席
⑬履修科目のclassシステムへの登録（履修科目の決定）
⑭2025年度後期履修科目の履修料の納入（1単位につき26,000円）

Ⓐコース及び履修科目の検討
(シラバスの確認）
Ⓐ出願書類の準備（履修計画）
Ⓒ審査料（35,000円）の振込
Ⓓ出願受付（6月26日～ 7 月 2日）
Ⓔ審査結果の通知
Ⓕ事務手続（科目等履修生証の発行）

2025年月3日6日～3月12日
④出願受付
　（東京理科大学神楽坂キャンパス9号館3階理学部二部事務室）

2026年３月
Ⓐ履修計画書を提出

2025年5月～7月
⑩授業出席と定期試験などの受験

履修証明書　授与

2025年4月上旬
⑤審査結果通知
（履修可能科目の決定）

2026年３月
⑯プログラムの修了

2025年4月上旬～4月末
⑥事務手続（科目等履修生証の発行）
⑦第1回、第2回授業出席
⑧履修科目のclassシステムへの登録（履修科目の決定）
⑨2025年度前期履修科目の履修料の納入（1単位につき26,000円）
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2025年９月初旬
⑪前期履修科目評価の通知6

2025年10月～ 2026年１月
⑮授業出席と定期試験などの受験9
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履修の流れ

不合格

※後期よりコース追加の場合
(7)2025年６月下旬
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修了



3.  募集コース（科⽬表は本⼿引きの末尾参照） 

 養成する⼈材 内容 修了要件 

Ｓ
Ａ
Ｓ
認
定
コ
ー
ス 

統計ソフト SAS を⽤
いてデータ解析がで
きる⼈材 

統計解析やアナリティクスの概念を、現実世
界のデータや問題に適⽤するスキルを習得
するコースである。本コースの履修証明書と
は別に、必修3科⽬（6単位）の取得と論⽂
（SAS を⽤いたデータ解析）の提出により、
東京理科⼤学と SAS が共同で発⾏する認定
証が得られる。 

12単位以
上の修得 
135時間 
以上の学
習 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス 

データを利⽤する上
で必要な、基礎的な
数理統計学や機械学
習の知識、またプロ
グラミング技術を修
得した⼈材 

データから価値ある情報を⽣み出し、様々な
意思決定の局⾯において、データに基づいて
合理的な判断ができる素養を養うため、デー
タサイエンスに係る知識・技術を修得できる
コースである。 
具体的に必修科⽬では、数理統計学とプログ
ラミング技術の基礎、そして機械学習を⽤い
たデータサイエンスの基本的な⼿法につい
て学ぶ。 
選択科⽬では、より発展的な数理統計学及び
統計的⼿法の講義、SAS や Python といった
ソフトウェアを⽤いた実際のデータ解析⼿
法の講義を⽤意している。 

12単位以
上の修得 
135時間 
以上の学
習 

数
理
情
報
コ
ー
ス 

数理情報科学の基本
的な概念を習得し、
基礎的な数値計算の
知識や、プログラミ
ング技術を⾝に付け
た⼈材 

諸分野における現象を数理情報学的視点か
ら捉え、数理情報モデルの構築と解析を通し
て、その情報構造を解明し、応⽤する知識・
技術を養成するコースである。 
具体的に必修科⽬では、数値計算の理論とプ
ログラミング技術の基礎について学ぶ。 
選択科⽬では、符号理論や暗号理論に関する
講義、C ⾔語や Java を⽤いたプログラミング
技術に関する講義、ネットワークの構築に関
する講義を⽤意している。 

12単位以
上の修得 
135時間 
以上の学
習 



統
計
学
入
門
コ
ー
ス 

数理統計学に係る基
礎的な確率統計の理
論や、それに基づく
実際の統計解析の技
術を修得した⼈材 

様々なデータを統計学的に分析する能⼒を
養うため、統計学の⼊⾨から応⽤までを学べ
るコースである。 
具体的に必修科⽬では、統計的推測を含めた
数理統計学の基礎について学ぶ。 
選択科⽬では、確率過程やより発展的な統計
的⼿法の講義、SAS や R を⽤いた実際の統計
解析に関する講義を⽤意している。 

12単位以
上の修得 
135時間 
以上の学
習 

数
理
モ
デ
リ
ン
グ

コ
ー
ス 

様々な現象を数学的
に解釈できる⼈材 

様々な現象を説明する数理的・数値的モデル
を理解する上で必要な数学的知識や解析⼿
法を⾝に付ける。数学の解析学分野における
微分⽅程式やその数値解析などが学べる。 

10単位以
上の修得 
112.5 時
間以上の
学習 

数
学
リ
テ
ラ
シ
ー 

 

コ
ー
ス 

数学的素養を⾝に付
けた⼈材 

実⽣活の中で事象を数学的に捉え、数学を活
⽤して判断する、いわゆる数学的思考を養う
コースである。同時に、これまでに学んだ数
学から⼤学数学基礎への接続を⽬的とし、通
常の⼤学数学科の初年次程度の内容が学べ
る。 

10単位以
上の修得 
112.5 時
間以上の
学習 

微
分
幾
何
入
門
コ
ー
ス 

広い意味で微分幾何
やその関連分野の基
礎を理解し、計算を
実⾏できる⼈材 

微分幾何のもっとも基礎的な曲線論、曲⾯論
を基礎とし、その発展である多様体、ベクト
ル束、接続、曲率、およびそうした多様体の
位相的な性質や不変量などの概念を理解し、
計算する能⼒を養うコースである。それら
は、現代幾何学はもちろんであるが、相対性
理論、場の量⼦論などの物理学の枠組みも与
える。それらを学ぶ基礎を修得することを⽬
的とする。 

10単位以
上の修得 
112.5 時
間以上の
学習 

 



4.  募集⼈員 
各コース 若⼲名 

 
5.  出願資格 

本学の科⽬等履修⽣の出願資格を満たした上で次のいずれかに該当する社会⼈である
こと。なお、ここでいう社会⼈とは、現在学籍を有しない者をいう。 

(1) ⾼等学校⼜は中等教育学校を卒業した者 
(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 
(3) 学校教育法施⾏規則（昭和22年⽂部省令第11号）第150条の規定により，⾼等学校

を卒業した者と同等以上の学⼒があると認められる者（次の①〜④）で，2025年３
⽉31⽇までに19歳に達する者（各種学校卒業だけの資格では認められません） 

① 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者⼜はこれに準ずる者で
⽂部科学⼤⾂が指定した者 

② ⽂部科学⼤⾂が⾼等学校の課程と同等の課程に相当する課程を有するものとして
認定⼜は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者 

③ ⽂部科学⼤⾂の指定した者 
④ ⾼等学校卒業程度認定試験（⼤学⼊学資格検定を含む）に合格した者 

 
6.   単位の認定 

本コースにおける科⽬の履修は、本学の科⽬等履修制度を準⽤しますので、修得した
単位は、本学に⼊学した場合に既修得単位の認定の対象になります。 

なお、1年間での履修単位の上限は32単位です（科⽬等履修⽣の上限と同じ）。 
 
7． 修了要件 
   コースごとに設定された所定の単位の履修が必要で、科⽬ごとに試験、レポート等に

よる評価を実施します。 
 
8.   開講場所等 

開講場所：東京理科⼤学 神楽坂キャンパス 
開講期間：2025年度科⽬等履修⽣募集要項をご覧ください。 
開講時間：授業は平⽇ 16：20〜21：20、⼟曜⽇ 13：00〜19：40の中で実施します。 
     3限：13:00〜14:30   4限：14:40〜16:10   5限：16:20〜17:50    

6限：18:10〜19:40   7限：19:50〜21:20   
シラバス：https://www.tus.ac.jp/academics/degree/syllabus/ 
なお Web 上で参照できるシラバスに関しては、当年度のシラバスになります。 
（2025年度のシラバスは2025年4⽉1⽇に公開されます。） 



9. 出願期間及び出願⼿続き
科⽬等履修⽣の⼿続時に別途、履修証明プログラム申請書を追加で提出いただきます。

出願書類①参照。
前期から履修する場合 後期から履修する場合

出願期間 2025年3⽉6⽇（⽊）
〜 2025年3⽉12⽇（⽔）

2025年6⽉26⽇（⽊）
〜 2025年7⽉2⽇（⽔）

受付時間 16：00〜20：30
（18：30〜19：20は除きます） 

16：00〜20：30
（18：30〜19：20は除きます）

提出場所 東京理科⼤学 神楽坂キャンパス9号館3階 理学部⼆部事務室
出願書類 ① 履修証明プログラム申請書

※複数年計画の場合は年度ごとに作成し提出のこと
② 科⽬等履修⽣願書（写真貼付、縦4cm×横3cm 脱帽、上半⾝正

⾯、出願⽇前3か⽉以内に撮影のもの）
③ 出⾝学校卒業（修了）証明書及び成績証明書（最終学歴のもの）
④ レターパックライト（選考結果通知⽤封筒）※宛名記⼊済のもの
⑤ 科⽬等履修⽣審査料納⼊書類貼付台紙
※②〜⑤は科⽬等履修⽣出願の際に必要となる書類

出願⽅法 審査料35,000 円を出願期間内に、⾦融機関の ATM から下記の⼝座
銀⾏名：みずほ銀⾏ ⽀店名：飯⽥橋⽀店
預⾦種⽬：普通預⾦ ⼝座番号：1000200
⼝座名義：東京理科⼤学（トウキヨウリカダイガク）

に納⼊し、振込明細書等の原本（コピー不可）を「科⽬等履修⽣審査
料納⼊書類等貼付台紙」に貼付し、出願書類を出願期間内に提出場所
に提出してください。
※⼀度納⼊した審査料は、理由の如何を問わず返還されません。
※審査料は、履修証明プログラムの履修⽣に限り、履修が複数年にわ
たっても、審査料の振込は初年度のみとなります。
※振込⼿数料については振込⼈（出願者）負担となります。
※原本の提出が難しい場合は、理学部⼆部事務室に相談ください。

10. 履修証明プログラム履修⽣の選考及び履修許可
(1) 選考は出願書類等により⾏います。
(2) 選考の結果は前期から履修する場合は4⽉上旬頃まで、後期から履修する場合は9

⽉上旬頃までに、本⼈宛⽂書にて通知します。
(3) 選考に合格したものは、合格通知により指定された期⽇までに、履修料を納⼊（銀

⾏振込）の上、⼿続を⾏ってください。



(4) 履修料は１単位につき26,000円です。 
(5) 所定の⼿続きを完了した者に履修を許可します。 
(6) 選考結果について、電話による問い合わせには⼀切応じません。 
 

11.  受講上の注意 
① 科⽬によっては、講義のほかに演習を課しているものもあるので、そのような

科⽬は必ず両⽅を履修申請してください。 
② 授業によっては、教科書等の教材購⼊費が別途かかる場合があります。シラバ

スおよび担当教員の指⽰に従ってください。 
③ 本学における授業実施⽅法は対⾯を基本としております。 

https://www.tus.ac.jp/about/university/class/ 
各授業の実施⽅法はシラバスで確認してください。 

④ ノートパソコン必携の授業もありますので、受講者各⼈で準備してください。 
⑤ 各授業科⽬は理学部第⼆部数学科の科⽬であり、特に数学に関する予備知識

が必要なものがほとんどです。詳細は各授業科⽬のシラバスを参照してくだ
さい。予備知識に不安がある⽅は「数学リテラシー」コースの受講をお勧めし
ます。 

⑥ 図書館施設の利⽤、図書の閲覧及び図書の貸出等が可能です。 
⑦ この⼿引きに記載のない事項については科⽬等履修⽣募集要項を参照してく

ださい。 
 
12.  お問い合わせ先 

東京理科⼤学理学部⼆部事務室 （神楽坂校舎９号館３階）  
TEL０３−５２２８−８１２１ 
窓⼝時間（平⽇）15時〜21時30分 




